
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
個別最適な学びへ    協働的な学びへ    家庭学習へ 

学校改善

授業改善

かけ算の筆算は、 

どんなふうに勉強を進めようかな･･･ 

筆算の方法が分かったから、一人で

たくさんの問題を解いてみたいな。

質問調査結果から考える 

学校改善・授業改善のヒント 

まだよく分からないところがあるから、

友達と一緒に勉強したいな。 

難しい問題に挑戦できたので、かけ算の筆算が

好きになりました。明日も頑張ります。 

筆算の方法を友達と確認しながら学習

しました。分かってきたので、家で復習

してみます。

学習の

見通し

個別最適

な学び

協働的

な学び

家庭学習

学習の

振り返り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

＜教師の姿＞      ＜児童の姿＞

学習内容を教える（一斉学習） 新たな知識を得る

児童の学習状況を

見取り、支える 

児童が選択して学習する

基本を

中心に

応用を

中心に

第３学年 算数科 「かけ算の筆算を考えよう」

基本

問題

応用

問題
応用

問題

基本

問題

学習を振り返る

ミニテスト

46

× 3

138

ポイント４  ミニテスト 

・ＩＣＴを活用することで、即座に採点

し、児童にフィードバックする 

・教師も児童も理解度を把握する 

基本

問題

フォームを活用し、 

結果を素早く確認 

ポイント５  振り返り 

・教科に関する内容や学び方を振り返り、

家庭学習や次時の学習に生かす 

ポイント３ 児童の見取りと声掛け 

・ＩＣＴを活用し、進捗状況を把握する 

・個に合わせた声掛けを行う 児童の考えを一覧で確認

ポイント２ 教材研究 

・児童の実態に応じた問題を準備する 

・学習を終えた児童への発展的な課題を 

準備する 

学習を振り返り、

次時へつなげる 

ポイント１ 学習計画表 

・児童が学習の見通しを持つ 

・児童が課題を選択する 

タブレット端末で入力 

結果は自動で集計 

  

本時の目標：乗法のきまりや性質を基に、工夫して計算することができる。〔知識及び技能〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校改善

・ 

授業改善
児童が自分に合った方法で学習できる授業づくり 
～宮城県教育委員会指定「個別最適な学びに関するモデル事業から」～ 

主体的・対話的で深い学びの充実に向けて 

実践１『展開後半を児童自ら計画し、学習を進める授業』 
～授業の難易度、自らの理解度に合わせて学習を計画することで、自分に合った学びを実現～ 

基本

問題

友達に教わりながら勉強

すると分かりやすかった。

明日も同じように勉強し

よう。 

振り返り

導入

展開

前半

3

×46

18

 12 

138

 

かける数とかけられる数を

入れ替えて計算してみま

しょう。 

１単位時間の流れ 

学習計画表の例 

 
入れ替えて計算 

すると楽になるね。 

展開

後半

終結

児童生徒質問調査（質問番号３２）「５年生までに（中学校１、２年生のときに）受けた授業は、自分にあった教え方、
教材、学習時間などになっていましたか。」と平均正答率とのクロス集計を行ったところ、肯定的な回答をした児童生徒
は、正答率が高い傾向があることが分かりました。そこで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、
児童が自分に合った方法で学習できる授業づくりに取り組む、大崎市立古川第一小学校の実践を紹介します。 

今日の勉強は難しかっ

たけど、少し分かって

きた。家で復習しよう。

友達と一緒に 
取り組む量や速さ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１時 第２時

単元全体の学習の流れ

学
習
計
画
を
立
て
る

単
元
の
導
入 

実験１ 

てこを使って 

手応えを調べる

第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第８時

実験２ 

つり合うきまり

を調べる 

実験３ 

てんびん

について

てこを 

利用した

道具 

学習の

まとめ

実験１ 実験２ 実験３

てこを 

利用した

道具 

学習の

まとめ

発展学習 

「てんびん」をつくり

重さをはかってみる 

実験１ 

（協働）

実験２ 

（協働）

てこを 

利用した

道具 

てこを 

利用した

道具 

学習の

まとめ

発展

学習

実験３

(協働)

学習の

まとめ

実験３

(個人)

小学校・中学校の詳しい実践はこちらをご覧ください。 

標準的な 

速さ 

速く 

進める 

協働で学習 個人

ペア

単
元
全
体
の
学
習
を
振
り
返
る

１単位時間の流れ

計画の

確認 

・互いを認め合える学級づくり 

・児童の実態に合わせて選択できる、多様な学習コーナーの設置 

（いつでも学べる・見る・触れる・体験できる・様々な方法で試せる・動画を見る） 

・興味関心を高める掲示物の作成 

学習を

進める

学習を 

振り返る

☆振り返り 

・家庭学習や次時の学習に生かすための

学習内容や学び方の振り返り 

・児童の理解度を把握するミニテストの

実施 

☆児童の見取りと声掛け 

・ＩＣＴを活用し、進捗状況を確認、 

必要に応じた支援 

・孤立した学びとならないよう児童と児

童をつなげる声掛け 

・指導事項の確認 

・単元のゴールに向かうための、スモールステップ（スモ

ールゴール）の設定 

・個別で学習を進める、協働で学習を進める場の設定 

・児童自ら学習を進めることができる活動（体験できる、

試せる、まとめる等の安全にできる活動）の組み入れ 

・児童の実態や興味・関心に応じた選択ができる学習コー

スの設定 

・ＩＣＴの効果的な活用場面 

の設定（ワークシートや動 

画等の補助資料、学習のま 

とめ方等） 

・児童が単元全体の見通しを 

持てる学習計画表の検討 

宮城県教育委員会 

みやぎ「学びの DX」推進事業 
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-gak/manabi- 

dx.html  

宮城県教育委員会 

個別最適な学びに関するモデル事業  
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-

gak/kobetsu_saiteki.html 

第６学年 理科 「てこのはたらきとしくみ」（８時間）
単元の目標：(1) てこの規則性について、てこの働きを多面的に調べる活動を通して、てこの規則性について理解することができる。ま

た身の回りには、てこの規則性を利用した道具があることを理解することができる。これらのことを理解するとともに 
実験などに関する技能を身に付けることができる。〔知識及び技能〕Ａ(3)ア(ｱ)(ｲ) 

（2) てこの規則性について追究する中で、力を加える位置や力の大きさと、てこの働きとの関係について、より妥当な考え
をつくりだし、表現することができる。〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(3)イ 

（3) てこの規則性についての事物・現象に進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決しようとするとともに、
学んだことを学習や生活に生かそうとする。 〔学びに向かう力、人間性等〕 

実践２『単元全体を児童自ら計画し、学習を進める授業』 

～どのように、どこまで、誰と学習を進めるのか計画することで、児童が主体となった学びを実現～ 

☆単元構想のポイント

☆学習計画表 

・単元全体の見通しの把握 

・学習内容を選択 

・学習の進み具合を調整 

≪学習を支える環境づくり≫



0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ層
Ｂ層
Ｃ層
Ｄ層

当てはまる

どちらかといえば当てはまる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小学校                          中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動では、話合いを通して、自己の考え方を協働的に広げ深めていくことを重視しています。集団活動を進め
る上での合意形成を図ったり、他者の考えに触れて多面的・多角的に考えたりして、決めたことを実践します。特別
活動の話合いを充実させ、それを生かして協働的な学びの基盤を築き、主体的・対話的で深い学びの充実を目指しま
しょう。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ層
Ｂ層
Ｃ層
Ｄ層

実践例 『パワーアップ大作戦』 学級活動(1)学級や学校における生活づくりへの参画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働的な学びの基盤をつくりましょう 
～特別活動における話合いに目を向けて～ 

話合いによる合意形成を図り、児童生徒が主体的に準備・実践し、学んだことを振り返る過程を大切に
した授業を展開していきましょう。児童生徒の自発的、自治的な活動を促し、自己有用感の醸成と学校生
活を豊かに過ごす風土を培いましょう。

　児童生徒質問調査３３「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新た
な考え方に気付いたりすることができていますか。」と、Ａ～Ｄ層（※）とのクロス集計結果を見る
と、肯定的な回答をした児童生徒は、正答率が高い傾向があることが分かりました。 

※Ａ～Ｄ層について     各層は宮城県（仙台市を除く）の児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率により２５％刻みで４つの層分けを行っている。

                      上位から１番目をＡ層、２番目をＢ層、３番目をＣ層、４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場合は、上位の層に含む。 

参考 「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動」：国立教育政策研究所教育課程研究センター

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる

学校改善

・ 

授業改善

主体的・対話的で深い学びの充実に向けて 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     

 

 

 

 
 

 

児童生徒が自ら学び続けられるように支援しましょう 
～自立した学習者の育成のために～  

 

主体的・対話的で深い学びの充実に向けて  

理科の授業で実験

した水の蒸発の仕

方をもっと詳しく

調べてみよう。 

児童生徒質問調査（質問番号２１）「普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか」 

学校改善 

・ 

授業改善 

・「興味・関心のあるものは何ですか。調べたいこと

を課題にしてみよう」 

・「短期的・長期的な目標を立ててみよう」 

・「目標に向けて必要な学習時間を考えてみよう」 

・「『やることリスト』をつくってみたらどうかな」 

・「３つのコースのプリントを準備しました。自分で

選択して取り組んでみよう」 

・「教科書の内容を、インターネットでより詳しく調

べてみよう」 

 

・「その日の学習で学んだこと等をノートに書き留め
てみよう」 

・「お家の人に理解したことを伝えてみよう」 
・「  

 

・「時折、短期的目標が自分に適しているか、見直
すことが大切です。その時は長期的目標も修正
する必要があるか確認しよう」 

・  
・「達成したことをお家の人や友達と話し合って、

アドバイスし合うのはどうだろう」 

川がある地域や

海 が 近 い 地 域

は、雲が多いの

かな。スライドで

まとめてみよう。

大好きな理科の学習

を続けていますね。

天気や季節によって

違いがあるのか調べ

てみるのもおもしろ

そうですね。 

小学校（30 分以上） 

 Ｒ６ Ｒ５ Ｒ４ 

県 82.7 86.1 88.0 
全国 81.6 84.0 85.2 

かい離      1.1      2.1      2.8 
 

中学校（１時間以上） 

 Ｒ６ Ｒ５ Ｒ４ 

県 58.2 59.4 66.2 
全国 64.3 65.8 69.5 

かい離 －6.1 －6.4 －3.3 
 

 

 

 

 

 

 

中学校学習指導要領総則解説編では、「小・中学校を通して学習習慣を確立することは、その後の生涯にわたる学習

に影響する極めて重要な課題である」と示されています。家庭と連携を図りながら、児童生徒の発達の段階に応じて、目標

や学習計画の立て方や学び方等について示すなど、児童生徒が自ら学び続けることができるように支援していきましょう。 

～家庭学習の PDCA サイクルを自ら回せるようにサポートしましょう～ 

第２期宮城県教育振興基本計画（改訂版）アクションプラン（令和６年度～令和１０年度）基本方向３ 確か
な学力の育成における目標指標では、「児童生徒の家庭等での学習時間」の目標値を、小学６年生：３０分以
上の割合９０％、中学３年生：１時間以上の生徒の割合７０％としています。 

しかし、児童生徒質問調査の結果において、R５、R６と学習時間の減少傾向にあり、更に中学校では全国と
の大きなかい離が見られました。 

～家庭等での学習時間の経年変化～ 

 
もっと知りたい！ 
次はこれを勉強し
よう！ 

 

全国以上に学習時間を確保しています。今後、家庭学
習の質が向上するように働き掛けていくことが大切で
す。 

Ｒ５、Ｒ６では、1 時間以上学習に取り組む生徒の割合
が 60％以下となりました。必要感や目的意識を持っ
て家庭学習に取り組む意識を持たせましょう。 

D 実行する  

○学習方法の選択 

 

 
 

P 目標と計画 
○課題設定 

○学習計画の作成 

C 振り返る  

○  

 

 

A 次に生かす 
○  

○フィードバック 
 
 

  例 

宮城県教育委員会 

みやぎ こどものまなびサポート  
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gikyou/manabisp.html 

教師の働き掛け 家庭学習に取り組む様子 

 

☆  家庭学習に取り組む過程や努力を

具体的にほめましょう。 

☆  教員間や家庭と連携し、児童生徒の

成長や変容を共有しましょう。 

 


